
第二種特定鳥獣管理計画－ツキノワグマ－の概要

目的

由良川西側を丹後個体群、東側を丹波個体群と区分し管理する。管理区域

令和３年１１月１日～令和９年３月３１日まで（令和６年度に中間評価を実施）計画期間

現況

【被害状況】 被害防止捕獲の推進により、現計画期間（H29‐R2）では人身被害は２件に

とどまったが（前計画期間：６件）、集落周辺での出没率は高く、日常生活が制限さ

れる等の精神的被害が増加した。

【目撃件数】 H25年度以降は平均800件を超え、両個体群で同水準となっている。

【捕獲状況】 人家周辺での目撃件数の増加に伴い、丹波個体群では捕獲頭数が増加し、丹後

個体群では高い水準が継続している。

人身被害件数

【推定生息数】 計画期間中（５年間）に、丹後個体群は1.4倍、丹波個体群は3.0倍と、増加した。

地域住民や農林業者、行政、研究者など多様な主体の連携のもと、科学的・計画的

な管理により、人とクマとの共存を目標として、人身被害の回避や農林業被害及び

精神的被害の軽減を図るとともに、安定的な地域個体群の維持を図ることを目的と

する。

農林業被害

個体群 平成２７年推定値 令和２年推定値 推定手法

丹後 約720頭（個体数水準3） 約990頭（個体数水準4）

丹波 約220頭（個体数水準2） 約650頭（個体数水準3）

階層ベイズ法
ヘアトラップ法（平成27年のみ）
標識再捕獲法（平成27年のみ）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

丹後個体群 339 111 377 186 523 99 1,27 370 361 851 870 960 977 480 621 735 648

丹波個体群 371 74 257 129 165 135 701 190 154 226 207 339 517 382 475 725 461

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400

(件）

丹後個体群

丹波個体群



管理の目標と方策 人身被害の未然防止及び地域住民の精神的被害の軽減を優先するとともに、

農林業被害の軽減を図りつつ、安定的な地域個体群の維持を図る。

第４期計画からの主な変更内容

方　　策 措　　　置

近隣府県との連携

○丹後個体群
→「近畿北部・東中国ツキノワグマ広域保護管理協議会」において、情
報共有及び広域管理指針を策定
○丹波個体群
→福井県・滋賀県との連携強化を進め、広域的な管理を検討

個体数管理 ○被害防止捕獲（捕獲上限有）及び狩猟（再開）により管理

生息環境管理と
被害防除

【生息環境管理】
○下層植生の回復、針広混交林化や広葉樹植栽を推進
【被害防除】
○生活環境被害→出没対応マニュアル
○クマ剥ぎ被害→クマ剥ぎ被害対応マニュアル
○果樹・養蜂被害→ツキノワグマ被害（果樹・養蜂）対応マニュアル

錯誤捕獲の防止
○錯誤捕獲防止の指導及び普及啓発の徹底
○放獣体制の整備

◎主な変更内容

１　府内の推定生息数

２　地域個体群の個体数水準

３　捕獲数管理

4　狩猟の取り扱い

　丹波個体群
　　・推定生息数　220頭
　丹後個体群
　　・推定生息数　720頭

　個体数水準２としての対応
　→　狩猟の禁止（平成14年～）

　個体数水準４としての対応
　→  狩猟の再開
※ただし、生息数や捕獲の動向により、
狩猟の自粛要請や制限等を検討

　丹波個体群
　　・推定生息数　650頭
　丹後個体群
　　・推定生息数　990頭

　丹波個体群
　　・個体数水準２
　丹後個体群
　　・個体数水準３

　丹波個体群（北近畿東部個体群）
　　・個体数水準４
　丹後個体群（北近畿西部個体群）
　　・個体数水準４

複数年総捕獲数管理
　・捕殺数が捕殺上限数に満た
　ない場合、その分を翌年に持
　ち越し
　・捕殺上限数を超えることが予
　想される場合は、専門家と協議

複数年総捕獲数管理
　・３年を１期間とし、１期間の総捕
　殺上限数は、各年の捕殺上限
　数の合計
　・１期間の３年目に評価・検討
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